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令和６年８月２６日  

                                 教 育 庁 職 員 課  

 

教職員等によるセクシュアル・ハラスメント及び 

パワー・ハラスメントに関する調査結果について 

 

１ 調査目的 

 教職員等によるセクシュアル・ハラスメント及びパワー・ハラスメントに関する実態を把握し、

教職員等の意識高揚を通じてハラスメントを未然に防止し、ひいては職場からの重大かつ悪質

な非違行為の根絶を図ること目的とする。 

 

２ 調査方法 

（１）調査対象 

福島県内の公立学校に勤務する全教職員等（※会計年度任用職員（スクールカウンセラー、

スクールサポートスタッフ、部活動指導員等）を含む。） 

（２）調査内容 

職場におけるセクシュアル・ハラスメント及びパワー・ハラスメントの被害等について、２

段階に分けて調査を実施した。 

第１段階：全教職員を対象とする匿名式アンケート  

第２段階：聴き取り調査等を希望する者を対象とする記名式アンケート 

（３）調査項目 

ア 「職場におけるセクシュアル・ハラスメント等の防止等に関する指針 

（令和２年５月２８日）」を読んだことがあるか。 

イ 令和５年７月１日から回答日までの間（新採用教職員にあっては令和６年４月１日か

ら回答日までの間）に、職場における上司や同僚から、セクシュアル・ハラスメントにあ

たる言動を受け、不快だったことがあるか。 

ウ セクシュアル・ハラスメントに関して、どのような内容を不快と感じたか。 

エ セクシュアル・ハラスメントに関して、どう対応をしたか。 

オ セクシュアル・ハラスメントに関して、教育委員会にはどのような対応を望んだか。 

カ 「職場におけるパワー・ハラスメントの防止等に関する指針（令和２年５月２８日）」

を読んだことがあるか。 

キ 令和５年７月１日から回答日までの間（新採用教職員にあっては令和６年４月１日か

ら回答日までの間）に、職場における上司や同僚から、パワー・ハラスメントにあたる言

動を受けたことがあるか。 

ク パワー・ハラスメントに関して、どのような内容の被害を受けたか。 

ケ パワー・ハラスメントに関して、どう対応をしたか。 

コ パワー・ハラスメントに関して、教育委員会にはどのような対応を望んだか。 
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（４）調査方法  

第１段階及び第２段階ともに Google フォームを活用し、オンライン上で各アンケート調査

項目に回答してもらった。 

（５）調査期間 

令和６年６月１４日（金）から令和６年７月５日（金）まで 

（６）その他 

調査アンケート最終頁では、「今後、職場において、セクシュアル・ハラスメントもしくは

パワー・ハラスメントの被害を受け、自分だけの力で解決するのが難しいと感じた時は、詳細

をメールでお知らせください。また、あなた以外の人がハラスメントの被害にあった場合など

も、メールで情報提供をお願いします。」と今後に向け情報提供を呼びかけた。 

 

３ 調査結果  

（１）セクシュアル・ハラスメント 

ア 県教育委員会「職場におけるセクシュアル・ハラスメント等の防止等に関する指針」 

（令和２年５月２８日）を読んだことがありますか。 

県立学校の回答    指針を読んだことがある割合 ９１．５％ （昨年９１．１％）  

はい  ３４７２名  （昨年３０７３名） 

          いいえ      ３２１名  （昨年２９９名） 

 

市町村立学校の回答  指針を読んだことがある割合 ８９．２％ （昨年８９．６％） 

                はい  ９５００名   （昨年８６２７名） 

                いいえ  １１４６名  （昨年１００２名） 

       

福島県全体の回答   指針を読んだことがある割合 ８９．８％ （昨年９０．０％） 

               はい １２９７２名  （昨年１１７００名） 

                  いいえ   １４６７名  （昨年１３０１名）  

                                           

イ 令和５年７月１日から本日までの間に、職場における上司や同僚から、セクシュアル・ 

ハラスメントにあたる言動を受け、不快だったことがありますか？ 

県立学校の回答    はいの割合 １．８２％  （昨年１．８１％） 

はい    ６９名  （昨年６１名）  

いいえ  ３７２４名  （昨年３３１１名）       

 

市町村立学校の回答  はいの割合 １．０９％  （昨年１．２４％） 

はい   １１６名  （昨年１１９名） 

             いいえ １０５３０名  （昨年９５１０名）      

 福島県全体の回答   はいの割合 １．２８％  （昨年１．３８％） 

                 はい   １８５名  （昨年１８０名） 

             いいえ １４２５４名  （昨年１２８２１名）      



3 

 

ウ 不快だったのは、次のうちどれですか。（複数回答可）( )内の数値は令和５年度 

【県立学校】 

セクシュアル・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 性的な話・冗談等を言われ不快であった 27(27) 

イ 必要以上に身体を触られ不快であった 3(3) 

ウ 周囲に人が居るところで容姿を話題にされ不快であった  20(16) 

エ 性的な内容の電話・手紙・電子メール等をもらい不快であった 4(3) 

オ 男のくせに、女のくせに等と言われ不快であった 13(8) 

カ その他 20(24) 

合計 87(81) 

                                          （回答実人数 69名 昨年度 61名） 

【市町村立学校】 

セクシュアル・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 性的な話・冗談等を言われ不快であった 53(36) 

イ 必要以上に身体を触られ不快であった 17(10) 

ウ 周囲に人が居るところで容姿を話題にされ不快であった  23(16) 

エ 性的な内容の電話・手紙・電子メール等をもらい不快であった 0(4) 

オ 男のくせに、女のくせに等と言われ不快であった 12(16) 

カ その他 44(51) 

合計 149(133) 

                     （回答実人数 116名 昨年度 119名） 

   【福島県全体】 

セクシュアル・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 性的な話・冗談等を言われ不快であった 80(63) 

イ 必要以上に身体を触られ不快であった 20(16) 

ウ 周囲に人が居るところで容姿を話題にされ不快であった  43(32) 

エ 性的な内容の電話・手紙・電子メール等をもらい不快であった 4(7) 

オ 男のくせに、女のくせに等と言われ不快であった 25(24) 

カ その他 64(75) 

合計 236(217) 

（回答実人数 185名 昨年度180名） 
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エ 不快だったとき、次のうちどう対応をしましたか？（複数回答可） 

【県立学校】 

セクシュアル・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者に抗議した 11(14) 

イ 上司、先輩、同僚に相談した 17(23) 

ウ 相談窓口など職場外の窓口に相談した 1(3) 

エ しばらく職場を休んだ 1(1) 

オ 何もしなかった 38(33) 

カ その他 9(2) 

合計 77(76) 

                                      （回答実人数 69名 昨年度 61名） 

【市町村立学校】 

セクシュアル・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者に抗議した 13(13) 

イ 上司、先輩、同僚に相談した 42(47) 

ウ 相談窓口など職場外の窓口に相談した 4(5) 

エ しばらく職場を休んだ 5(5) 

オ 何もしなかった 57(66) 

カ その他 10(2) 

合計 131(138) 

                     （回答実人数 116名 昨年度 119名） 

【福島県全体】 

セクシュアル・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者に抗議した 24(27) 

イ 上司、先輩、同僚に相談した 59(70) 

ウ 相談窓口など職場外の窓口に相談した 5(8) 

エ しばらく職場を休んだ 6(6) 

オ 何もしなかった 95(99) 

カ その他 19(4) 

合計 208(214)   

（回答実人数 185名 昨年度 180名） 
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オ 教育委員会には、どのような対応を望みましたか？（複数回答可） 

【県立学校】 

セクシュアル・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者を処分してほしい 15(13) 

イ 行為者を配置転換してほしい 16(17) 

ウ 自分を配置転換してほしい 6(3) 

エ 管理職には知らせてほしくない 2(9) 

オ 特に要望はない 28(22) 

カ その他 10(14) 

合計 77(78)  

                                        （回答実人数 69名 昨年度 61名） 

【市町村立学校】 

セクシュアル・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者を処分してほしい 24(14) 

イ 行為者を配置転換してほしい 27(22) 

ウ 自分を配置転換してほしい 10(12) 

エ 管理職には知らせてほしくない 13(14) 

オ 特に要望はない 48(59) 

カ その他 21(18) 

合計 143(139)  

                                        （回答実人数 116名 昨年度 119名） 

   【福島県全体】 

セクシュアル・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者を処分してほしい 39(27) 

イ 行為者を配置転換してほしい 43(39) 

ウ 自分を配置転換してほしい 16(15) 

エ 管理職には知らせてほしくない 15(23) 

オ 特に要望はない 76(81) 

カ その他 31(32) 

合計 220(217)  

                                        （回答実人数 185名 昨年度 180名） 
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（２）パワー・ハラスメント 

ア 県教育委員会「職場におけるパワー・ハラスメントの防止等に関する指針（令和２                   

年５月２８日）」を読んだことがありますか。 

県立学校の回答    指針を読んだことがある割合 ９０．４％ （昨年８９．４％） 

          はい  ３４２９名  （昨年３０１５名） 

        いいえ    ３６４名  （昨年３５７名） 

 

市町村立学校の回答  指針を読んだことがある割合 ８７．９％ （昨年８８．３％） 

                 はい  ９３５３名   （昨年８５０３名） 

いいえ  １２９３名    （昨年１１２６名） 

 

   福島県全体の回答   指針を読んだことがある割合 ８８．５％ （昨年８８．６％） 

         はい １２７８２名  （昨年１１５１８名） 

                  いいえ  １６５７名   （昨年１４８３名） 

 

イ 令和５年７月１日から本日までの間に、職場における上司や同僚から、パワー・ハラス

メントにあたる言動を受けたことがありますか？ 

県立学校の回答     はいの割合 ５．５９％  （昨年６．６４％） 

はい   ２１２名  （昨年２２４名） 

いいえ  ３５８１名  （昨年３１４８名）         

 

市町村立学校の回答   はいの割合 ４．２２％  （昨年４．３２％） 

はい   ４４９名  （昨年４１６名） 

              いいえ １０１９７名  （昨年９２１３名）     

 

    福島県全体の回答    はいの割合 ４．５８％  （昨年４．９２％） 

                 はい   ６６１名  （昨年６４２名） 

                いいえ １３７７８名  （昨年１２３６１名）       
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ウ パワー・ハラスメントについて、受けた言動は次のうちどれですか。（複数回答可） 

【県立学校】 

パワー・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 叩かれたり、蹴られたり、物を投げつけられたりした  5(6) 

イ メールや SNS等を含め、暴言や名誉毀損があったり、侮辱されたりした 40(40) 

ウ 厳しく叱責し続けられたり、改善点の具体的指示なく、繰り返

し文書の書き直し等を命じられた  

40(46) 

エ 威圧的な行為をされたり、ミスを責任転嫁されたりした   109(98) 

オ 実現不可能なことや、無駄な業務の強要をされた  35(47) 

カ 仕事を与えない・隔離・仲間外し・無視などされた    41(38) 

キ その他 62(48) 

合計 332(323) 

（回答実人数 212名 昨年度 224名） 

【市町村立学校】 

パワー・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 叩かれたり、蹴られたり、物を投げつけられたりした  8(5) 

イ メールや SNS等を含め、暴言や名誉毀損があったり、侮辱されたりし

た 

80(62) 

ウ 厳しく叱責し続けられたり、改善点の具体的指示なく、繰り

返し文書の書き直し等を命じられた  

68(91) 

エ 威圧的な行為をされたり、ミスを責任転嫁されたりした   260(233) 

オ 実現不可能なことや、無駄な業務の強要をされた  90(91) 

カ 仕事を与えない・隔離・仲間外し・無視などされた    69(71) 

キ その他 116(103) 

合計 691(656) 

（回答実人数 449名 昨年度 416名） 

   【福島県全体】 

パワー・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 叩かれたり、蹴られたり、物を投げつけられたりした  13(11) 

イ メールや SNS等を含め、暴言や名誉毀損があったり、侮辱されたりした 120(102) 

ウ 厳しく叱責し続けられたり、改善点の具体的指示なく、繰り返

し文書の書き直し等を命じられた  

108(137) 

エ 威圧的な行為をされたり、ミスを責任転嫁されたりした   369(331) 

オ 実現不可能なことや、無駄な業務の強要をされた  125(138) 

カ 仕事を与えない・隔離・仲間外し・無視などされた    110(109) 

キ その他 178(151) 

合計 1023(979) 

（回答実人数661名 昨年度642名） 
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エ 不快だったとき、次のうちどのように対応をしましたか？（複数回答可） 

   【県立学校】 

パワー・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者に抗議した 29(43) 

イ 上司、先輩、同僚に相談した 129(117) 

ウ 相談窓口など職場外の窓口に相談した 24(15) 

エ しばらく職場を休んだ 12(9) 

オ 何もしなかった 66(74) 

カ その他 32(25) 

合計 292(283)  

                                         （回答実人数 212名 昨年度 224名） 

【市町村立学校】 

パワー・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者に抗議した 62(80) 

イ 上司、先輩、同僚に相談した 251(251) 

ウ 相談窓口など職場外の窓口に相談した 35(46) 

エ しばらく職場を休んだ 22(25) 

オ 何もしなかった 169(137) 

カ その他 47(40) 

合計 592(579) 

（回答実人数 449名 昨年度 416名） 

   【福島県全体】 

パワー・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者に抗議した 91(123) 

イ 上司、先輩、同僚に相談した 380(368) 

ウ 相談窓口など職場外の窓口に相談した 59(61) 

エ しばらく職場を休んだ 34(34) 

オ 何もしなかった 235(211) 

カ その他 79(65) 

合計 884(862)  

（回答実人数661名 昨年度642名） 
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オ 教育委員会には、どのような対応を望みましたか？（複数回答可） 

   【県立学校】 

パワー・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者を処分してほしい 67(66) 

イ 行為者を配置転換してほしい 84(90) 

ウ 自分を配置転換してほしい 45(39) 

エ 管理職には知らせてほしくない 13(16) 

オ 特に要望はない 58(57) 

カ その他 36(38) 

合計 303(306)  

                                        （回答実人数 212名 昨年度 224名） 

【市町村立学校】 

パワー・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者を処分してほしい 118(91) 

イ 行為者を配置転換してほしい 150(123) 

ウ 自分を配置転換してほしい 74(73) 

エ 管理職には知らせてほしくない 52(53) 

オ 特に要望はない 144(140) 

カ その他 82(81) 

合計 590(561)  

（回答実人数 449名 昨年度 416名） 

   【福島県全体】 

パワー・ハラスメント アンケート項目 件数 

ア 行為者を処分してほしい 185(157) 

イ 行為者を配置転換してほしい 234(213) 

ウ 自分を配置転換してほしい 119(112) 

エ 管理職には知らせてほしくない 65(69) 

オ 特に要望はない 172(197) 

カ その他 118(119) 

合計 893(867)  

（回答実人数661名 昨年度642名） 
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４ 結果の総括 

（１）セクシュアル・ハラスメント 

   ○ 回答者の中でセクハラの被害を受けたことがあると回答した割合は、県立学校が１．

８２％、市町村立学校が１．０９％となっており、県立学校の割合が市町村立学校と比

べ若干多い傾向にあった。 

  ○ セクハラ被害への対応では「何もしなかった」（９５件）が最も多く、次に「上司、先

輩、同僚に相談した」（５９件）が多かった。逆に「行為者に抗議した」（２４件）と少

ない結果となった。 

  ○ セクハラの被害者が教育委員会に求める対応としては、「特に要望はない」（７６件）が

最も多く、「行為者を配置転換してほしい」（４３件）、「行為者を処分してほしい」（３９

件）などの回答を大きく上回る結果となった。 

（２）パワー・ハラスメント 

〇回答者の中でパワハラの被害を受けたことがあると回答した割合は、県立学校が５．５

９％、市町村立学校が４．２２％となっており、県立学校の割合が市町村立学校と比べ多

い傾向にあった。 

○「威圧的な行為をされたり、ミスを責任転嫁されたりした」（３６９件）が最多であった。 

「叩かれたり、蹴られたり、物を投げつけられたりした」（１３件）を除き、ほぼ同じ程度

の被害件数が報告された。 

○ パワハラへの対応としては、「上司、先輩、同僚に相談した」（３８０件）が「何もしな

かった」（２３５件）を上回る結果となった。 

○ 全体としてみれば、パワハラに関する訴え（４．５８％）は、セクハラに関する訴え（１．

２８％）の約３．６倍となっている。ハラスメント問題に軽重はないが、現場においては

パワハラに関する問題解決が急務だと考えられる。 

 

５ 今後の県教委の対応 

○ 非違行為と認められる場合は、事実確認を行い、厳正に対処する。 

○ セクシュアル・ハラスメント等及びパワー・ハラスメントの防止等に関する指針のさら

なる理解促進に努める。また、校内服務倫理委員会や研修等のテキストとなる「信頼され

る学校づくりを職場の力で」では、ハラスメントに関する項目をさらに充実させることに

より、ハラスメント行為防止に向けた教職員の意識高揚を図り、職員間の対話による風通

しのよい職場づくりに努める。 

○ 引き続き、ハラスメント相談窓口及び教職員相談窓口の周知に努める。 


